2006年度第3回歴史地震幹事会議事録
日時：2007年3月23日13～15時

場所：東京大学地震研究所第3会議室

出席者：都司，北原，植竹，小松原，林，宍倉

１　下田大会準備報告
＜公開講演について＞

北原行事幹事より，公開講演会での都司会長以外の3人の講演者（羽鳥氏，佐々木氏，西山氏）に講演依頼し，それぞれ承諾の返事（はがき）をいただいた．
今後，各講演の演題・講演内容の調整を行い，それぞれ講演者にお願いする．また，各講演者の使用する発表用機材を確認する．

＜大会の告知について＞
会員向け告知はホームページ，地震学会ニュースレター（3月10日発行）にて告知中．

4月配布予定の会誌最新号には，現時点での情報を盛り込んだ大会案内を同封．
＜後援関係＞
下田市とは共催ということで文書交付済み．静岡県は打診済みで口頭で了承を得ているが，年度明けに再度問い合わせ予定．内閣府については防災担当に後援を依頼するため，年度明けに交渉予定．

＜宿泊関係＞
下田の伊藤園ホテル蘂岬に予約済み．

半年前から予約開始の人気宿なので，小松原幹事が予約開始当日に電話し，9月15，16日4人部屋18室を確保．
２　下田大会に向けた議論

再び幹事4人（都司，武村，北原，小松原）で下田訪問（5月前半，10日か11日）．巡検コースの具体的な下見や会場設営などの下見，地元関係者との打ち合わせを行う．

巡検は永井九一さんお奨めのコース（津波関係主体）をたたき台に佐々木さんの案（少人数分散で歴史的名所を巡る）を盛り込む．佐々木さん，下田ボランティアガイド協会の方々とで協議．巡検参加者は全員旅行保険に加入することとする．
下田での広報活動や現地の老人会の方々への告知については，地元の方へお願いする．

これらの下見，協議などの結果を次回幹事会（地球惑星科学連合大会会場で5月20日15時30分からの予定）で報告し，大会へ向けて話を詰める．
３　各幹事からの報告・提案
＜編集＞
林幹事より，歴史地震22号の編集状況報告．論文17編を受付し，現在のところ15編受理，2編修正中．大船渡大会の公開フォーラムの講演記録も新聞社の許可を得て掲載予定．また今号からの新たな試みとして，研究会の活動報告や幹事会の記録を盛り込む．

編集規定について，林幹事より編集委員会内で検討された内容が紹介された．現在より査読を充実させ，査読付き学術論文として評価が得られるようにする方向であるが，修正，再投稿などに時間がかかり，編集スケジュールが遅れ気味になる可能性がある．年1回の発行なので，修正に長引いた論文は掲載に間に合わないといったことも懸念される．また，科学技術的論文と人文社会的論文での流儀の違いなどがあり，分野によって査読の仕方が異なるが，最終的に編集委員が判断することとする．このほか査読者は非会員にも積極的に依頼した方がよいという提案があった．
編集規定に関しては，まだ難しい部分もあるが，委員会提案の査読の充実化の方向で進め，総会の議題として会員の意向を聞くなど適時検討していく．
＜広報＞
特になし
＜財政＞
歴史地震22号は，総会で承認されたとおり，会の負担分250部で印刷することを確認．

４　その他

入会手続きについて，現状では会則に記された所定の入会申込用紙がなく，混乱させているので，HP上に入会申込用紙（pdf，wordなど）をダウンロードできるようにする．

2008年大会はつくばで開催し，産総研を会場にする方向で進める．

歴史地震研究会の他学会へのリンクについて，次回幹事会までに候補をリストアップして協議する．特に歴史系の団体への告知が必要．
